
 

 

（別紙様式１） 
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   

 
学 校 名       

  
岐阜市立三里小学校 

 
実 施 期 間 

  
１１月１５日（土）～１６日（日） 

 
実 施 概 要 

 

 
  ・学校公開日 
  ・三里校区文化祭（保護者と共に参加） 

 
実 施 内 容 

  

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他  

公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
保 護 者 

 
      １，６００ 人 

 
 
 計     ２，５００ 人  

地域関係者 
 
          ９００ 人 

 
実 施 状 況 

 

 １１月１５日～１６日は三里校区の文化祭開催日となっている。
本校では１５日を学校公開日として保護者や祖父母、地域の方を招
いて、学校を公開した。この日は朝の会から午前中のどの時間に来
校してもよい自由参観日としている。 
 本年度も天候に恵まれ、早朝より多くの参観者が来校された。年
々両親そろっての参観や祖父母の参観が増えている。 
 ４年生は、連合音楽会での発表を映像で紹介し、その後、実際に
保護者や祖父母、地域の方に合唱と合奏を披露した。熱心に鑑賞し
ていただき、大きな拍手を得た。  
 ６年生は、総合的な学習の時間で「人生の先輩に学ぶ」と題して
各分野で活躍している方を講師に招いて、様々な学習をしている。
それぞれの方が自分の専門分野で講座を開設し、本年度は９講座を
行った。子どもたちはそれぞれの講座で学んだことに興味をもち、
自分もやってみたいとあこがれをもつ子が何人もいた。 
 この２日間、公民館には地域の方や子どもたちの優れた作品がい
ろいろ展示されている。そこで、それらの作品を鑑賞する時間を設
けて、全校児童が地域の方や仲間の作品を鑑賞している。  
 お昼には、自治会とＰＴＡ・子ども会等が協力してお餅をついた
りやきそばを作ったりして子どもに振舞っていただいている。全校
児童で美味しくいただいてから下校している。 
 １６日（日）には、地域の人と「ふれあい音楽祭」や｢グランドゴ
ルフ大会｣が開かれた。本校の児童は、琴や三味線の演奏やヒップホ
ップダンスを発表して日頃の成果を見せることができた。地域の方
の演奏や踊りを鑑賞することもできた。 
  

 
成果及び課題 

 

〇地域で活躍されている「人生の先輩に学ぶ会」には、児童はもちろん
保護者も一緒に参会し、家庭でも同じ話題で話すことができたと好評
であり、また、地域の方ともふれあえる貴重な機会となった。 

〇大勢の方が参観するようになり、学校への興味関心の高さを実感する 
と同時に、掲示物等を眺めながらお年寄りのみなさんが子どもたちに
語りかけるような場面も多く見られるようになり、地域の学校として
の役割を再認識させられた。 

□文化祭と学校行事が一斉に開催されるために、複雑であり、保護者に
はわかりにくい点もあり、内容を見直して、地域の方にもわかりやす
い学校公開の在り方を検討する必要がある。 

□コミュニティースクールの組織を活かした開催も検討していきたい。 
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